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まず有限系の自由エネルギーをスピン系を用いて考察 してみる｡
PFN(m,a)-一志 .nzN (孤,H) (1)
zN(Tn,a)-Jd"S叩 ∂(1-si2)i8(Zsi-NTn)exp(-PK) (2)そ




































意 p(m,i)-mv (m′- -)p(n′,tト ∑W(-一m′ )p(-,i)7n/
が適用され,緩和時間は
T2∝exp(PNAFN)
と, AFN≠0である限り大きな系では実際上無限大であるO
緩和過程に現われる自由エネルギーはFNをN倍した全自由エネルギーであり,H-
0では
NAFN∝〃 11㌧ -
となり,N--とH-0の極限操作の順序が問題であり,N-1-0, a-0は特異点と
なる｡
Ⅰの領域に対しては昨年の王子セミナーで扱ったmean-spherical近似の方法で,空間
的揺ぎとLROの時間発展を調べることができ,有限系に対する上記の考察がこの立場
からも補強される｡
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